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語彙習得研究に基づいた効果的な語彙指導を求めて

Aiming for Effective Vocabulary Teaching 

Based on Vocabulary Acquisition Studies 

外国語科 高木 哲也

l．研究背景

1. 1．第二言語習得研究における語彙習得研究

第二言語習得研究における語彙習得研究分野の歴史はそれほど長くない。 Nati on(2013) 

によると， 語彙習得研究の約30 ％が過去11年間に行われたものであり， 認知心理学の研

究分野と比較して実証研究は豊宮とは言えず， 故に近年ますます注目を浴びている研究分

野と言える。 単純に「英単語を覚えること」と言っても， 英単語には様々な側面がある

(Nati on, 2001, p.27)が， 中田(2019) が「学習の初期段階では， 語形と意味のマッピン

グ（英→日， 日→英）ができることが最優先である」と述べている通り， 深い語彙知識を

身につける前段階として， いわゆる英単語の意味（和訳）を覚えることの重要性は揺るが

ない。 「今日では， 語彙習得は， 英語教育学の 1 つの研究分野として認知されている（相

澤，2014, p.152 )」とあるが， 特にEFL環境において， 学習者がどのようなスケジュ ール

で復習することが効果的な記憶保持に繋がるか， について検証した実証研究や授業実践は

十分に報告されていない。 また， 語彙習得における最適な学習スケジュ ールに関する実証

研究が増えている一 方， 一般的に学習者は効果的な語彙学習法を誤解している可能性が高

く（ 中田，201 8, 2019)， 授業内外で英語教師による適切な指導が求められる。 ベネッセ教

育総合研究所による『中高生の英語学習に関する実態調査2014』では， 中学生・高校生

のどちらも予習において「単語の意味を調べる」ことが第一 位であり， かつ復習において

「単語練習」が上位になっている。 以上の点を踏まえると， 日本の中高生が英単語学習を

より効果的に行う方法や， 英語教師が授業内で行う指遵法を提案することの意義は大きい

と考える。

1. 2．語彙習得研究に関連した知見

近年， 第二言語習得研究における語彙習得研究分野が単に増 加傾向にあるだけでなく，

「より長い研究成果がある認知心理学の知見を応用しようとする動きも高まっている（佐

藤・笠原編，2022, p.58)」。 本節では， これまで認知心理学の研究分野や第二言語習得研

究の語彙習得分野における先行研究の知見を踏まえて， 普段の授業内でより学習効呆の高

い語彙指導を行うために 必要な理論の士台として「分散効果」や「テスト効果」， そして

「累積学習効果」を概観する。
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1. 2.  1.分散効果

集中学習(massed learn in g)は「同じ項目を一度の機会で集中的に学習する方法」であ

り， 分散学習(spaced le arnin g)は「同じ項目について間隔をあけて繰り返し学習する」

方法である（佐藤・笠原編，2022 )。 一般的には， 集中学習の効果が期待される印象を受

けるが， 認知心理学の研究分野では多くの実証研究が行われており， 分散学習の方が集中

学習と比較してより長期的な記憶保持につながることが分かっている。 この学習効果を分

散効果(spac in ge ffect)と呼ぶ。 これは， 近年増 加している第二言語習得の研究分野にお

ける実証的研究においても同様の効果が報告されている一 方， 多くの学習者はこの分散効

果を理解して学習できていないことが示されている（ 中田，2019)。

1. 2. 2.最適な復習間隔

認知心理学の研究分野では， 古くから最適な復習スケジュ ールに関する実証研究が行わ

れてきた。 Ebb in ghaus(1 885/1964)が提唱した忘却曲線が示すように， 依然として， 復習

する期間を徐々に広げていくことが長期的な記憶保持に繋がると信じられている風潮があ

るが， 中田(201 8)で批判的に検証されているように， これまで応用言語学や認知心理学，

第二言語習得研究の語彙習得研究分野における実証研究の成果から， その効果を十分に示

すことはできない。 外国語の語彙習得研究において， 3 つの学習スケジュ ールの効果が検

証されてきた。 中田は， 長期的な記憶保持に関しては， 「回数を重ねるにつれて， 復習の

間隔を少しずつ 広げる」拡張分散学習(expand in g spac in g), 「ある学習項目を一 定の間

隔で復習する」均等分散学習(e qual spac in g)， そして「回数を重ねるにつれて、 復習の

間隔を少しずつ小さくする」縮小分散学習(contract in g spac in g)という3つの学習スケジ

ュ ールの間に学習効果の大きな差はない， と結論付けている。 しかし， 学習事項の難易度

が高い場合， 最初に復習するまでの期間が長いことで， 正しく想起できる確率が下がり，

長期的な記憶保持を難しくする可能性がある， と述べている。

1. 2.  3.テスト効果

近年， 「テストは効果的な学習法である」ということが認知されつつある。 つまり，

「学んだ項目を覚えているかどうかをテストすることで， 学んだ項目の長期的な保持が向

上する現象（佐藤・笠原編，2022, p.68)」をテスト効果(test in ge ffect)と言い， 多くの実

証研究で学習効果が報告されている(e .g.Ka rpicke & Roed ige r ,  200 8 ;  Ba rcr o ft, 2007)。 興

味深いことに， 全く知らない言語を対象に行った実証実験であっても， 学習中に， より間

違った学習者において最も学習効果が裔かったことが報告されている( Potts & Sha nks, 

2014)。 しかし， 一般的に学習者は， テストで間違える利点を理解しておらず， 時に間違

いを犯す可能性の低い学習法， つまり正答率の高い学習法を好む傾向がある（ 中田，

2019)。
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1. 2.  4．累積学習効果

認知心理学の研究分野の知見を生かした学習法の 1 つに， 累積テスト( cumu lativ e test) 

が挙げられる。 Nak ata, Tada, M clean, and K im ( 2021)ては， 「累積テストでは， 学生は直

近 の学習項目だけでなく， 過去に学んだものも含めて間われる ‘、I n cumu lativ e tests, 

stu dents a re examined on both recently and prev i ously learned item s.’'」と定義しているが， 累

積テストに取り組んだ学習効果は， 累積しないテストに取り組んだ学習効果と比べて統計

的に有意に高いことが報告されている。 さらに興 味深いことに， 処遇の間のテストスコ ア

では累積テスト群が一貫して低かったが， 遅延テストでは逆転現象が起きていた。 さらに，

テストに出題されていなかった英単語についても有意にスコ アが伸びていた。 学習者はよ

り 広い出題範囲を学習する機会が与えられ， それぞれの英単語に触れる機会が増えただけ

でなく， 各テストでは容易 に想起できなかった結果， 長期的な記憶保持に繋がったと考え

られる。 今後， 分散効果やテスト効果を前提に， さらに累積テストを実施することの学習

効果について， より多くの実証研究（他にKanay ama, Iwata, & Kasaha ra ,  2022 )はもちろん，

実際の中高の英語授業における指導実践が増えることが期待される。

1. 3．研究課 題

普段の授業内でより効果的な語彙指導を実践するために， 先行研究から得られた知見を

生かし， テスト範囲が徐々に広がっていく( a )累積( b )英単語テストを( c )定期的に

継続して実施した。 また， 比較的難易度の高い語彙を扱うため， 授業始めに学習した内容

のテストを次時の授業で実施するのではなく， 同じ授業の終わりに実施することで長期的

な記憶保持につながるのではないか， と考えた。 本実践を通して検証する研究課 題は以下

の 2 点である。

研究課 題 l 累積英単語テストを定期的かつ継続して実施することは長期的な記憶保持に
効果的か

研究課 題 2 授業冒頭で学習した内容を授業終わりに復習することは長期的な記憶保持に
効果的か

2.方法

2. 1.参 加者

首都圏の高等学校3年生 2クラスを対象に， コ ミュニケー ション 英語III の授業内で週に

1度副教材で扱う英単語テスト（選択式， 各Unit 15題）を定期的に実施( 7回）し， 全て

の授業に出席してテストを受 けた生徒 50名(Aクラス 23名， Bクラス 27名）を分析対

象とした。
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2. 2.指導手順

表 lは指導スケジュ ールを示す。 先行研究から得られた知見を生かし， 日々の授業で，

範囲が徐々に広がっていく累積英単語テストを週に 1度実施し， 10 週に 渡って継続して

実践した。 また， 扱う語彙は長文読解演習を目的とした副教材「SKYWARD SKY C ourse 

（桐原書店）」の語彙リストの内， Word Lev el C hecke r 英文語彙難易度解析プロ グラム

(http://somey a-net.com/wlc/index _J .html )を使用してレベル分けを行い， JACET8000] のレ

ベル 5以上の比較的難易度の高い語彙を原則として 15語ずつ選んだ （資料l参照）。 こ

れは中田(201 8)で述べられているとおり， 英語の和訳を覚えることは学習の初期段階に

おいて特に 必要である点に 加えて， 特に中頻度や低頻度語については一 対一 の和訳を覚え

ることで十分な場合も多い点を踏まえたためである。

表 l： 指導スケジュ ール

週
授業 英単語テスト 英単語テスト

（学習） (Aクラス）
1 Unit 14 
2 Unit 15 a 

3 Unit 16 b 

4 
5 Unit 17 C 

6 Unit 1 8  d 
7 Unit 19  e 
8 
， Unit 20 f 
10 - g 

(Bクラス）
a 
b 

C 

d 
e 
f 

g 

注： 4週目は祝日， 8週目は学校行事のため授業がなかった。

表 2 ： 英単語テストが網羅するUnit

英単語
テスト

a 
b 
C 

d 
e 
f 

Unit 14 

゜

゜

゜

Unit 15 Unit 16 

゜

0 0 

゜ ゜

゜

Unit 17 Unit 1 8  

゜

゜ ゜

0 0 

g 0 

注： 各Unit 15題（選択式）である。 Unit 19-20 では実施していない。
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また， 選択式間題の学習効果は記述式と比較して大きな差がなく， 学習効率を踏まえる

と効果的な学習法であることが示唆されている(Nakata, 2016)。 限られた授業時数を踏

まえて， 選択式問題を採用した。 生徒は長文読解問題に取り組む前に， 教師と共に英単

語・表現一覧（資料 2 参照）を使用して 2- 3分程 度学習した（教師主導によるリッスン＆

リピー ト）。 長文読解演習後， 授業の残り約5分程 度を使用して英単語テストに取り組ん

だ。 表 2 のとおり， 英単語テストは各Unit 15間(1 間 l点）， 最大3つのUnit を網羅し

た累積英単語テストを実施し， それぞれの Unit の英単語テストを 3回ずつ受 けるようス

ケジュ ールを組んだ。 当初の予定では， 最後の累積英単語テストを実施した翌週に， 全て

の Unit を網羅したポストテストを実施して， ある程 度長期的な学習効果を検証する予定

だったが， 授業の進度の都合上実施ができなかった。 なお， 2 つのクラスにおける相 違点

は「授業冒頭で学習した内容を， 同時間の終わりに英単語テストを通して復習する機会が

あるか否か」であり， A クラスは次の授業でテストを実施したクラス， Bクラスは同じ授

業内でテストを実施したクラスである。

2. 3.分析方法

結果， 多くの生徒は満点を取り続けたため， 本実践においては天井効果が見られた。

J ACET8000 においてレベル 5 以上の語彙を原則とした英単語テストであっても， 今回の

ような選択式問題ではほとんど間違えることはなかったため， 学習者のレベルにあった学

習内容やテスト形式でなかった可能性が高い。 一 方， 一定数の生徒にとっては高得点を取

るのが難しいレベルだったと思われる。 そこで， 各英単語テストのスコアが 1度でも 10

点以下であった生徒 6名（クラスA : 3名， クラス B : 3名）を対象に， 英単語テストの

スコアの推移を参考に、 一連の指導スケジュ ールが語彙習得に効果的であったか検証した。

3．結果と考察

表3 と表 4 は， それぞれのクラスの英単語テストの平均スコアと標準偏差を示す。 15

点満点のテストにおいて， ほとんど全てが 14 点以上であり， 中にはクラス内の全員が満

点を取った回も見られるほどテストの難易度は低かったことが伺える。 比較的レベルの高

い英単語を対象にしたが， 英→日を選択させる形式故に， 十分な難易度に設定できなかっ

た可能性が高い。 例文等の穴埋めを選択式にすることで多少難易度を上げる工夫の余地は

あった。 また， これまで授業内では， 英単語テストを実施したことはなく， 生徒にとって

新鮮だった印象を受 ける一 方， 少しでも良い点数を取りたい， という雰囲気を強く感じた。

英単語テストに移る直 前に英単語を確認するような生徒もいたように感じたが， 評定に繋

がる評価に含めないことを明示したうえで実施したため， その点を特別厳しく統制しなか

った。 この点も， 今回の天井効果に多少なりとも影瞥を与えた可能性がある。
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表3 英単語テストの平均スコアと標準偏差 (A クラス：N=23)

英単語 1 回目 2 回目 3 回目
テスト 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差
Unit 14 13.87 1.69 13.13 2.51 14.00 1.51 

Unit 15 13.65 1.87 14.30 1.40 14.52 1.20 

Unit 16 14.52 1.31 15.00 0.00 14.96 0.21 

Unit 17 14.13 1.58 13.74 2.34 14.17 1.56 

Unit 18 14.17 1.96 14.52 1.75 14.87 0.62 

表4 英単語テストの平均スコアと標準偏差 (B クラス：N=27)

英単語 1 回目 2 回目
テスト 平均 標準偏差 平均 標準偏差
Unit 14 

Unit 15 

Unit 16 

Unit 17 

Unit 18 

13.85 1.54 13.48 2.58 13.89 

13.93 1.64 13.81 1.80 14.22 

14.44 1.15 14.70 0.78 14.63 

13.70 2.11 14.00 1.92 13.93 

14.48 1.15 14.30 1.56 14.33 

差
5
0

3
5
6

 

9
5
3
l

A
 

偏準
ー―
ー

ー―
2

l

目
標

回3
 均平

次に， 15 点満点のテストで 10 点以下を 1度でも取った生徒を抽出 して， それぞれの

Unit のスコアの推移を検証した。 表5 は A クラスの対象生徒 3 名について， 表 6 は B ク

ラスの対象生徒 3 名について示す。 なお， A クラスで 2度 8 点を取った生徒がいたが， そ

の他は全て満点を取り続けたため， 検証対象から外した。

表5 英単語テストのスコア (A クラス）

生徒
Unit 14 Unit 15 Unit 16 Unit 17 Unit 18 

1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目

Al 12 10 12 10 10 13 15 15 15 13 ， 10 10 12 12 

A2 13 10 14 10 14 13 13 15 15 10 ， 15 7 15 15 

A3 15 ， 10 13 11 10 ， 15 15 11 7 11 13 7 15 

合計 40 29 36 33 35 36 37 45 45 34 25 36 30 34 42 

表6 英単語テストのスコア (B クラス）

生徒
Unit 14 Unit 15 Unit 16 Unit 17 Unit 18 

1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目

Bl 14 ， 7 ， 10 13 15 14 15 12 12 8 11 13 ， 

B2 13 15 15 13 10 15 13 15 15 8 8 11 12 13 13 

B3 ， ， 12 13 10 11 13 13 10 ， 13 8 13 15 13 

合計 36 33 34 35 30 39 41 42 40 29 33 27 36 41 35 

図 l―5 は生徒 Al-B3 の各 Unit の英単語テストのスコアの推移を示す。 A クラスの生

徒は実線， B クラスの生徒は点線で示す。 分析対象生徒が少ないため， 統計的分析は行わ

ず， 各クラスや各生徒のスコアの推移を質的に分析して考察 する。
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---- / ｀ -✓-
令

§

13 ベ------ヂZと--‘`
／ -

12 

三己竺ぞ
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: 

1ベ卜
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(Unit 1 8) 

Unit 16の英単語テストは，

の点数

2 回目，

て難易度が低かったことが伺える。 また，

図 4 英単語テスト(Unit 17) 

3回目のスコアがほとんど満点であり， 他と比較し

本実践における 2クラスの違いは「授業冒頭で

学習した内容を同時閤の終わりに英単語テストを通して復習する機会があるか否か」

各クラスの 1回目と 2回目のスコアの推移に注目して検証する。

の点数

であ

拡張分散学習が記憶保持に効果的である，

中田(2019) 

と唱える理論的背景 として記憶を正
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しく想起することで， 長期的な記憶保持が促進 される， という「検索練習効果(th e

retriev al practice e ffect)」と， 困難な状態で記憶を想起することで， 長期的な記憶保持が

促進 される， という「検索努力仮説(the retriev al effort hypothesis )」という 2 つの理論が

あり， これらはトレー ド・オフの関係にある。 本実践に照らし合わせると， 授業冒頭で学

習した内容を同時間の終わりに英単語テストを通して復習する機会があった B クラスは，

たった約 40 分後に想起を求められるが故に正しく想起できる確率が上がるが， 困難度は

下がる。 一 方， Aクラスは， その機会が無<, 1 週間後に 1 回目の英単語テストを受 けた

ため想起するための困難度は上がるが， 比較的正しく想起できない場合もあったはずであ

る。 上述したとおり， 本実践ではJACET8000 のレベル 5以上の比較的難易度の高い語彙

を対象にしたため， 中田(201 8)で述べられているとおり， 初めは短い期間で復習する機

会を与える B クラスのスケジュ ールがより効果的な記憶保持を促進 するのではないか，

と考えた。 そこで， 各Unit の英単語テストのスコアの合計 （表 5および表6)， および l

回目から 2回目にかけて上昇した人数， 同じだった人数， そして下降した人数を算出 した

（表 7)。 BクラスはAクラスと比較して， 合計 スコアが特に3回日で下降してしまった

ように見て取れる。 しかし， もちろん一般化はできないが， Bクラスのスコアの推移はA

クラスのそれと比較して同値または上昇した人数が多いことが伺えるため， B クラスのテ

ストスケジュ ールの学習効果も示唆された。 2 回目から3回目にかけてスコアを下降させ

ずに保持することができれば， より効果的な指導になり得る。 今後， テストの難易度を調

照して， 処遇後に遅延テストを実施する実践を行い， 同様の結果が得られるか検証するこ

とが求められる。

表 7 英単語テストにおける 1回目から 2回日のスコアの推移(N= 6)

Aクラス(N=3) Bクラス(N=3)
上昇 同 下降 上昇 同 下降

Unit 

t

 

14-
15-
16-
17-
18
闘

0-
l-
2-
0-
2-
5

 

0-
l-
l-
0-
l-
2

 

3-
l-
0-

3-
0-
8

 

ー＿
1-
l-
0-

3-
6

l-
0-
l-
2-
0-
4

 

l-
2-
l-
l-
0-
5

 

4．結論

本実践では， 第二言語習得研究における語彙習得研究分野において， 先行研究で学習効

果が明らかになっているポイン トを網羅して， 日々の授業内で 10 週にわたって語槃指導

を試みた。 具体的には， 分散効果とテスト効果を士台に， 累積学習効果を意図 したテスト

スケジュ ール， および内容や形式を計画した。 研究課題 lは， 「累積英単語テストを定期

的かつ継続して実施することは長期的な記憶保持に効果的か」であったが， 今回の実践で
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は， ほとんど全ての生徒が満点を取り続けたため， 実際に累積的に英単語テストを継続し

て実施した学習効果を測 ることはできなかった。 研究課 題 2 は， 「授業冒頭で学習した内

容を授業終わりに復習することは長期的な記憶保持に効果的か」であったが， 研究課 題 l

と同様に， 天井効果が見られた結果， 実際のところ， そのー エ夫による学習効果の違いを

測 ることはできなかった。 しかし， 各クラス3名の生徒を対象に， 英単語テストのスコア

の推移を質的に検証したところ， スコアの合計点の推移では B クラスの 3回目の英単語

テストにおける下降が見られたが， 授業終わりに実施した 1回目から 1 週間後の 2回目の

テストのスコアの推移を検証すると， Bクラスのテストスケジュ ールの学習効果も示唆さ

れた。

5．教育的示唆と今後の課 題

昨 今， 国 内の英語教育において， 扱う語彙数の増 加は注目の話題の 1 つと言える。 語彙

指導の際には， 受 信語彙と発 信語彙を区 別 した指導はもちろん， 使用頻度の観点から， 特

に高頻度語については語法も含めて使用させながら定着 させることが肝要である。 しかし

ながら， EFL環境の日本において， 与えられた授業時数の範囲でより多くの英単語を覚え

るためには， 意図 的学習の機会が 必須 であり， 英語教師は最新 の知見を踏まえた指導を行

うことが求められる。 本実践では， その初めの一歩 を試みた。 継続した実践の先には， 学

習者自 身がより効果的な語彙学習法を正しく理解し， 授業外で継続して取り組むことが望

まれる。 以上の点を踏まえると， 筆 者を含め， 多くの英語教師は正しく効果的な語彙指導

を行えておらず， 学習者自 身の努力 や学習ストラテジー に頼っているのが現状ではないだ

ろうか。 現場では「知識・技能」のみに偏ることなく， 「思考カ ・判断カ ・表現力 」を養

う指導が求められているが， そのための士台となる「語彙力 」の増強は喫緊 の課 題である。

前述した通り， 「英単語を覚える」＃ 「和訳を覚える」ということは承 知しているが，

「英⇔ 日の意味のマッピン グ」を行うことは英単語学習の第一歩 （ 中田，2019)と言える。

本実践は， これまでの語彙指導を振 り返る機会になるとともに， より効果的な語彙指導を

中高の英語授業内で行う 必要性を唱える点が教育的示唆になり得ると考える。

本実践の課 題を3点述べる。 1 点目は， 英単語テストの難易度が適切ではなかったため

天井効果になってしまった点である。 レベルの高い語彙を対象としても， 和訳を選ぶ選択

式ではなく， 英語を選ぶ選択式や英文の空 所補充 等の別 の形式で行うべきであった。 2 点

目は， 先行研究では累積学習効果を測 るために， 初めに全てのテスト範囲である語彙リス

トを配布 しているが， 本実践ではそのようにはしなかった。 実際， 生徒は副教材の予習冊

子 内に語彙リスト（いくつか空所あり）を所持しているが， ほとんどの生徒は使用せずに

学習していたはずである。 3 点目は， 授業内で行った「学習」に多くの課 題があった点で

ある。 本実践では， 語彙リストを共有しながら教師主導によるリッスン＆ リピー トをとお

した意味の確認が行われたが， 手元 に語彙リストを持っておらず， 十分な「学習」に至 ら
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なかった可能性がある。 また， 対象の語彙のスペ リン グと意味を両 方提示しながら行った

ため， その部 分はテスト効果のない学習になってしまった。 英単語を提示後， 少し間を置

いて日本語を提示するなど， 工夫すれば時間をかけずにテスト効果を利用できたはずであ

る。 さらに， その後授業内で長文読解演習を行ったが， その際に生徒は付随的に対象語彙

を「学習」した機会があったはずである。 つまり， 語彙指導の学習効果を測 るためには

「学習」と「復習」の間には別 の「学習」要素 が入 るべきではなく， その点が本実践の学

習効果をより曖昧 にしてしまった。 以上の点を踏まえて， より効果的な語彙指導を模 索し

ていきたい。

注

］ 大学英語教育学会基本語彙改定委 員会が作 成した語彙リスト (2003 年 3 月 作 成）
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資料

l 英単語テストで出題した語彙リスト
Unit 14 Unit 15 Unit 16 Unit 17 

圭＂ 口
上

棠 L き叩五
上
票 L 圭＂ 口

上

菜 L き叩五
午

稟

confront 4 discipline 3 obscure 4 embrace 
agenda 4 occupation 3 youngster 4 poll 
tease 5 consumption 4 nonetheless 4 portion 

handful 5 expectation 4 inevitable 4 substitute 
misery 5 domestic 4 construction 4 resident 

notorious 6 manipulate 5 regulation 4 surge 
ignorant 6 contend 6 suburb 5 respondent 
cruelty 6 problematic 6 annually 5 endure 
cynical 6 workolace 6 unwanted 6 reluctantly 
bully 7 paradox 6 incredibly 6 fundamentally 

intolerable 7 sophistication 7 prohibit 6 overwhelm 
enlighten cram 7 install 6 illuminate 

impediment stressful 8 inefficient 7 bulky 
torment consummg countless 7 gadget 
cvn1

．
c1

． 
sm leisurely astronomy 8 boundless 

注 1: L はJACET8000 におけるレベルを表す。

注2 ： ー は Words not in Base Dictionary と割 り当てられた英単語である。

2 授業で使用した語彙リスト例

Words & Phrases: 

L 

3 
4 
4 
4 
4 
5 
5 
5 
5 
6 
6 
6 
8 

1 fundamenta l lv 副 里本 的 に 1 9  lou l l  U D  ~ 熱 ～ を 引 き 出 す
2 undamenta l  形 里本 的な 20 l eave off 熱 中 止す る
3 gadg et 名 小道 具 ， 仕掛 け 21 l eave A with B 熱 A に B を 残 す
4 DOI i 名 世論調奎 22 backa 「ou n d 名 経歴

Unit 1 8  
き叩五

午
集

represent 
content 
disorder 

substance 
symptom 
mature 
hazard 

pill 
extensively 

detector 
mushroom 

isolate 
seaweed 
magnify 
allergic 

5 S U 「ge 動 急 増 す る 2 3  urn O awayf「om - 熱 0 を ～ か ら 引 き 離す
6 「es oondent 名 回答者 24 bu l kv 形 か さ ば つ て
7 a t>a n don 勁 ～ を 捨て る 25 book on tape 名 ォ— --,-- イ オプ ッ ク
8 endu「e 動 持続す る 26 sen sation 名 忌洟：

9 bou n d l ess 形 無 限 の 27 !phys i ca l  形 物 理的 な
1 0  enterta i nment 名 娯楽 28 de l icate 形 傷 つ き や す い
9 9 「eq iste「 勁 ～ を 登録 す る 2 9  i l l u m i nate 動 ～ を 照 ら す
1 2  voter 名 有権者 30 s ulJstitute 名 代 用 品
1 3  overwhe lminq 形 圧倒 的な 31 cou ntless 形 数え切 れ な い
1 4  oortion 名 部分 32 res i dent 名 住人
1 5  ba 「「ie「 to ~ 熱 ～ に 対す る 匿吉 33 「elu cta ntly 副 い や い や な が ら
1 6  ol k 名 人 々 34 !pa rt with ~ 熱 ～ を 手 放 す
9 7  em b「ace 動 ～ を 受 け 入 れ る 35 d 「awe「 名 引 き 出 し
1 8  a 油ole lot of ~ 熱 た く さ ん の ～ 36 do"'1 1 oa d  名 ダ ウ ン ロ ー ド し た も の

L 

1 

2 

3 
3 
4 
4 
5 
5 
6 
6 
6 
7 
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3 授業で使用 し た英単語テ ス ト 例

Engli sh. Communication．田
SKYWARD Unit l 5- l 7 

英単語テス ト Class. No_ N 血e_

ア
オ

ケ
ス

/11 5 

ア

オ
ケ
ス

/11 5 

ア
オ

ケ
ス

/11 5 


